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１． 本課題の研究の背景、目的、関係するプロジェク

トとの関係 

我々は、京コンピュータ上で動作するソフトウェア

開発プロジェクト「グランドチャレンジアプリケーシ

ョン」のもとで、生命体データ同化ソフトウェア

「LiSDAS」(Life Science Data Assimilation System) 

の開発を実施してきた。このソフトウェアは、細胞内

の信号伝達や物質生成にかかわる生物学的回路をある

確率論的に従う誤差項を含む常微分方程式として記述

し、そこに付随するパラメータをベイズ推定によって

観測時系列から推定するものである。モデルに確率論

的な自由度を導入するのは、もとになっている実験的

事実の不完全性による。その主要なものとして、細胞

内に含まれる膨大な反応過程が平等に実験による検証

の対象にはなっていないこと、実験の対象になったと

しても細胞間の個体差のために、測定値に不確定性が

大きいことがある。方程式系の非線形性のために、誤

差項が従う確率分布は一般に非ガウスになる。非ガウ

ス性に対応するために LiSDAS はモンテカルロ的アプ

ローチを取っている。 

プロジェクト最終年度にあたる今年度では、ソフト

ウェアの配布パッケージの検証のために RICCを利用し

た。 

 

２． 具体的な利用内容、計算方法 

「京」のプロジェクトで開発されたソフトウェアは

ISLiM のサイトから公開される予定である(URL:  

http://www.islim.org/islim-dl_j.html)。昨年度までに

開発はほぼ終えていて、パラメータ推定性能や並列化

性能の測定も終了している。今年度は、公開するパッ

ケージの検証をおもに行った。GC プロジェクトでは

「京」用に最適化したバージョンに加えて、PC クラス

タ等の一般の並列計算環境で動作するバージョンも公

開することが推奨されている。後者のテストのために

RICC の環境を利用した。また、4 月の時点ではステー

ジング運用が開始されておらず、運用開始後の条件に

あわせた動作確認ができなかった。そこで、「京」に

導入予定のものと類似のステージング・システムを持

つ RICC での動作確認を行った。 

 
３． 結果 

 公開用パッケージにおいて適切な動作(推定性能お

よび並列化性能)がなされることを確認した。5 月 7 日

にパッケージの最初のバージョンを GPL/BSD のデュ

アルライセンスで公開した。 

 

４． 今後の計画・展望 

 ソフトウェアの性能はプロジェクトを通して検証し

てきたが、開発チーム内での運用に限られている。今

後は研究会・シンポジウムを通して開発したソフトウ

ェアの広報普及をはかり、利用者の獲得や共同研究に

つなげていきたい。これに応じて、随時改良を行い

ISLiM ダウンロードサイトで公開していきたい。また、

LiSDAS は細胞内ネットワークを対象として開発を進

めてきたが、拡張を行うことで幅広い常微分方程式系

に適用できると考えられる。その一例として、感染症

ネットワークや神経回路ネットワークへの適用を検討

している。 
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